
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る要素と て重視された とおよび古代日本と沖縄の風にかかわるイメージは中国を踏まえた広汎な地域においてうけとめられてい ことについてだけ触れておきたいと思います。　
風が宇宙を構成する要素であることは中国
（特に古代中国）
を視野におくときわめてわかりやすいと思われます。たとえばわれわれは自然界の景色や状態を「風土」 「風物」 「風光」 「風月」 「風情」 「風気」 「風色」などと表現します。すべて をもって表現するのです。この一事をもってしても風が宇宙を構成する要素としてうけとられていること 明らかで ょう もちろんそれはいず も漢語です。　
風そのものは目にすることができません。にもかかわらず風



















































































































































をベースに今も語られ る伝承であって、その ま古代日本と比較するわけに いきません。しかし このき だっ 違いをどのようにとらえたら いのか。それは 代的な変遷なのか、地域的な違いなのか。そうした人々の意識の違いは「天空のコスモロジー」を る上で無視できないと思います　「天空のコスモロジー」にかかわる問題は尽きません。私は思いつくままに古代日本人がうけとめ 宇宙観をとらえ、太陽
（日）
と月と風をとりあげてみました。そして星について沖縄
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